
 

 

 

 

 特定健康診査等基本指針で示された参酌標準に基づき、特定健康診査受診率、

特定健診保健指導実施率にかかる本計画最終年度の目標数値を設定し、さらに

それに向けた各年度の目標数値を次のとおり設定する。 

 

１．特定健康診査の実施目標 

 

伊達市の特定健診実施率は、40.2％（23 年法定報告）である。平成 29 年度

までに国の特定健康診査等基本指針に掲げる 60％を目標とする。 

 ■各年度の目標実施率 

  

  最終年度とする平成29年度までの対象者見込み数については、５年後の被

保険者数の減少を推定し、平成23年度の対象者数から予測したもの。 

  ■対象者および実施者見込み数               （人） 

  特定健康診査の対象者は、４０歳以上７５歳未満の国民健康保険被保険者

数から下記のものを除外した人数とする。 

 ①事業主健診の受診者 

 ②特定健康診査に相当する健診を受診し、その結果を証明する書面を提出した者 

 ③年度途中に転入・転出等の異動が生じた者 

 ④妊産婦 

 ⑤その他厚生労働大臣が定める者（刑務所入所中、海外在住、長期入院等の者） 

   

 

２．特定保健指導の実施目標 

 

  伊達市の特定保健指導実施率は、27.2％（23 年法定報告）である。平成 29

年度までに国の特定健康診査等基本指針に掲げる 60％を目標とする。 

 

 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

特定健診実施率 ４３％ ４６％ ５０％ ５５％ ６０％

  平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

対象者(予測）数 13,181 13,146 13,111 13,076 13,041

実施(予測）数 5,667 6,047 6,555 7,191 7,824

【第２章】達成しようとする目標について 



■各年度の目標実施率 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

特定保健指導実施率 ３５％ ４０％ ４７％ ５３％ ６０％

 

  ■対象者および実施者見込み数 

 特定保健指導の対象者は、特定健診実施見込み数に平成２３年度の伊達市特

定保健指導発生率：積極的支援3.7％ 動機づけ支援9.4％を乗じて推定したも

の。                              （人） 

   ※階層化率は平成２３年度 積極的支援3.7％、動機づけ支援9.4％とした。 

                                           

３．メタボリックシンドローム該当者・予備群について 

  第１期では特定健診等の実施の結果にかかるメタボリックシンドローム該

当者及び予備群の減少率を10％以上にすることと設定されていたが、基本指

針改正（平成２４年９月２８日更正労働大臣告示）により、第２期は下記の

ように改正された。 

  このことから、伊達市では目標設定は行わず、該当者及び予備群の構成割

合や減少率を把握し、保健事業評価に活用する。 

 

 

 

 

  平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

積極的支援 

対象者（予測）数 
209 223 242 266 289

積極的支援 

実施者（予測）数 
73 89 113 140 173

動機づけ支援 

対象者（予測）数 
532 568 616 675 735

動機づけ支援 

実施者（予測）数 
186 227 289 357 441

 平成２９年度において、平成２０年度と比較したメタボリックシンドロームの

該当者及び予備群の減少率を２５％とすること。 

 各保険者は当該数値を必ずしも目標として設定する必要はないが、特定健康診

査等の対象におけるメタボリックシンドロームの該当者及び予備群の構成割合

や減少率を基に、各保険者において、特定健康診査等の効果の検証や効率的な対

策の検討を行うことは重要であることから、各保険者がこれらの数値を把握し、

保健事業に活用することが望ましい。 



４．目標を達成するための対策 

 

  特定健康診査及び特定保健指導の啓発・普及を促進し、第２期計画で掲げ

る目標を達成するため、次の４つの対策を実施する。 

 

（１）受診率向上と未受診者対策 

 ■個別勧奨の実施と強化 

  ４０歳代や連続未受診者等、あるいは受診率が低い地区など、受診動向を

分析し焦点を絞った受診勧奨を実施する。 

 ■多様な情報媒体を活用した周知 

   広報誌、パンフレット、市ホームページ等を活用し、メタボリックシン

ドロームや生活習慣病に関する知識の普及、特定健康診査・特定保健指導の

啓発に努め、事業の実施全般について周知する。 

 ■制度の周知徹底 

   各種会合や集会に出向き、生活習慣病やメタボリックシンドロームに着

目し早期予防の観点などの特定健康診査受診の重要性について市民への周

知徹底をはかる。 

 ■特定健康診査や特定保健指導の実績を広く市民に公表し、事業に対する関

心を高める。 

 

（２）保健指導の強化・拡大 

 ■重症化予防 

   血圧と糖に的を絞り、重点化により絞り込んだ高リスク対象者へ重症化 

  予防のための保健指導を最優先とする。 

 ■指導方法の工夫 

   個別指導とポピュレーションアプローチ（健康教室等の集団指導）とを 

  併用し、指導の相乗効果をねらう。 

 ■未利用者へのアプローチ 

   継続指導該当者で未利用者に対し、個別利用勧奨を実施する。 

 

（３）受けやすい体制の確保と環境の整備 

 ■特定健診とがん検診の同時受診が可能な集団健診の継続、受診者のニーズ

に合わせた実施方法や受診環境を検証し、施設での健（検）診・保健指導

の導入を検討するなど、より効果的で魅力的な実施方法を検討し体制を整

備する。 

  

（４）伊達市全体の健康づくりとの連携 

 ■「伊達市健康だて２１ 平成２４年３月後期改定」と整合・調整を図る。 

 ■「伊達市健幸都市」構想に沿った事業展開をし、市民への健康意識の普及 

  啓発に努める。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 25 年度は特定健康診査実施率

43％、特定保健指導35％目指します。

 

・受診率向上対策の強化を図り、特

定健康診査および特定保健指導の成

果を挙げるため、さまざまな対策を

講じます。 


